第２学年　社会科学習指導案
令和３年12月15日(水)　２校時
はなさき支援学校　２年①グループ
（男子８名）
授業者　前泊大志　印
１　単元名　　我が国の食料生産とわたしたちの生活

２　単元目標
　　我が国の食料生産について、農産物の種類や分布、生産量の変化、輸入などの外国との関わりなどに着目することで、我が国の食料生産と国民生活を関連づけて考え、食料生産は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることを理解するとともに、学習してきたことを総合して食料の大切さについて考え、判断したことを理由や根拠を示して表現することができる。

３　単元について
(1) 教材観
特別支援学校高等部学習指導要領１段階（２）エ「産業と生活」から、我が国の食料生産の概要と人々の努力、国民生活と食料生産のつながりを指導する。その際、食料生産は国民の食生活を支えていることや食料の生産量は国民生活と関連して変化していることなど、我が国の食料生産の概要と役割について理解できるようにする。また、生産し輸送、販売する工程で費用が発生することや、生産性や品質を高める工夫や努力など、食料生産に関わる人々についても理解できるようにする。
(2) 生徒観
　　①単元・教材に対する生徒観
現任校では、作業学習で園芸班があり、農場も校舎横にあるので、農業の仕事を比較的身近に感じられる環境にある。また、産業現場等における実習では、スーパーマーケットやファストフードで実習を行った生徒が数人おり、食べ物の販売に関わる仕事を体験している。しかし、給食においては食べ残しが多く、日常的に偏食が激しい生徒も見られる。食べ物の大切さについての自覚は低く、食料生産について特に大きな関心をもっている言動はあまり見られない。
　　②生徒の実態
都道府県の名前や位置を完全に習得できていない生徒もいるが、地図を参照して答えることはできる。社会科の印象を「楽しい」「役に立つ」「もっと知りたい」など肯定的にとらえている生徒が多い。しかし、自分の思いや考えを表出することに消極的で、間違えることや失敗することを避け、正答を知りたがる傾向にある。また、「なぜそう考えたのか」などの質問には答えに詰まったり、よく考えずに返答したりすることがあり、深く思考することが苦手である。
(3) 指導観
農作物の盛んな地域を具体的に取り上げながら、我が国の食料生産の概要や生産を支える人々の工夫や努力を理解し、それらが国民生活の安定と向上につながっていることを指導する。生徒たちがどこでどのようなものが生産されているか、生産量はどのように変化しているかなどの問いに対して、自分の生活と関連づけて考えられるようにする。そして、授業で学習したことや理解したことを根拠として示しながら、食の大切さについて考えたことを表現できるようにする。



４　本時の指導「世界中から輸入されている食料」（５/８時間）
　(1) ねらい
食料自給率の課題について、食料輸入の長所、短所を思考することを通して、自分の考えを表現することができる。
　(2) 本時の評価
	評価の観点
	社会的な思考・判断・表現

	評価規準
	食料自給率の課題について、食料輸入の長所、短所を思考することを通して、自分の考えを表現している。

	評価方法
	授業内：資料の読みとり、発言、話合いの様子
授業後：ワークシート・単元シートの記述


　(3) 展開
	過程
	学習活動・内容・発問等
	予想される生徒の反応等
	留意点、評価等

	導入
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展開
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まとめ
(10)

	〇課題把握（全）
肉類・乳製品の消費量と生産量の変化の割合の違い→「消費量の増加に比べて、生産量はあまり伸びていないのはなぜか？」

〇学習課題の設定と見通し（個）
[bookmark: _Hlk90289956]「日本は外国から食料を輸入することで（　　　　）になった」の予想をたてる。

〇知識の獲得（個→グループ）
[bookmark: _Hlk90298494][bookmark: _Hlk90299322]①日本の食料自給率と11/29の給食食材の自給率を予想してワークシートに記入する。
米・野菜・牛肉・大豆の自給率の予想では、判断した理由も記入する。

②自給率の答え合わせ（グループ）
配布資料からそれぞれの自給率と主な輸入先を調べ、答え合わせをする。また、調べてみての感想を書く。




③食料の輸入には、どのような長所と短所（メリット、デメリット）があるかを考え、ワークシートに記入する。








[bookmark: _Hlk90305958]④食料自給率を上げるため、自分にできることは何か、なぜそのように思ったのかをワークシートに記入する。


〇課題の解決、まとめ（個→全体）
「日本は外国から食料を輸入することで（　　　　）になった」のまとめを各自で記入し、全体で共有する。

〇振り返り（個）
単元シートに記入させる。

	
・外国で作っている
・外国から買っている
・輸入している


・たくさん食べられるようになった
・食べ物を安く買えるようになった



・日本の自給率は半分くらいかな。
・米は主食だから自給率は高そう。
・大豆も和食によく使うから自給率は高いかも。
・野菜は輸入品も多いのかな。
・牛肉はほとんどが輸入品なのでは

・米の予想は当っていた。
・野菜も意外と自給率は高い。
・牛肉は予想よりも自給率が高い。
・大豆がほとんど輸入とは知らなかった。
・日本の食料自給率は思ったよりも低い。

・安く買える。
・いろいろな食材が手に入る。
・相手国で災害などがあったら輸入できない。
・外国産の安い食料だけが売れてしまうと、国内の生産者が作った食料が売れなくなる。
・安全性が問題になることもある。
・輸送のために多くのエネルギーを使う。

・買い物のときに産地を確認（意識）するようにする。
・買えそうな価格なら、国産の食料を買うようにする。


・食料自給率が下がり、外国に頼るようになった。

	
●日本は必要な食料を輸入によって調達していることを確認する。

●単元シートに学習課題を記入後、ワークシートの予想欄を記入させる。

●「食料自給率」の意味を確認する。
家庭での買い物など自分の生活とも意識させて予想をたてさせる。

●日本の食料自給率は下がっており、多くの食べ物を輸入していることをおさえる。



●資料を見ながら生徒に意見を言わせて、それを板書する。







●上記③で整理したことをもとに、生活の中でできることを考えさせる。（思考）

●学習を通して分かったことを、記述や発表で表現する（表現）




５　板書計画
	世界中から（輸入）されている食料 ①日本の「食料自給率」…私たちが食べている食料のうち、
（国内・自分の国）で作られている食料の割合のこと。

（日本はどのくらい自分たちで作っているのか？）
　　→３７％　下がっている　　　（②の後半）－低いままでよいのか？
米　　９７％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自給率を上げるために
[bookmark: _GoBack]野菜　７７％　→中国、アメリカ、韓国　　　　　　できること。
牛肉　３６％　→オーストラリア、アメリカ、カナダ
大豆　　６％　→アメリカ、ブラジル、カナダ

②食料輸入の長所（メリット）と短所（デメリット）
　　　　　長所　　　　　　　　　　　　　　短所
・安く買える。　　　　　　　　・相手国で災害などがあれば
・いろいろな食材が　　　　　輸入できない。
手に入る。　　　　　　　　・国内の生産者が作った食料が
売れなくなる。


　　　　　　　　↓
外国からものを買うこと

学習課題
「日本は外国から食料を輸入することで
（　　　　　　　　　　　）になった」
　　　・生徒が考えたまとめを板書する
　　　・　　　〃
　　　・　　　〃

まとめ　食料自給率が下がり、
外国に頼るようになった。






